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答え

1  イ　　 熱
2  ア
3  1.6g　　
 ふえた重さ　0.8g
 　 養分の重さ　1.6g

1   問題文にある石灰水の性
せい

質
しつ

から考え
ます。石灰水が白くにごったことから二
酸化炭素が発生したことがわかります。
この二酸化炭素は，ダイズの呼吸により
発生したものです。

  ダイズの呼吸により発生した熱でガ
ラス容器内の温度が高くなっています。

2   色水は，三角フラスコの中にある気体
の体積がふえると，外へおし出されるの
で，右側へ動きます。反対に体積が減る
と左側へ動きます。今回は，左側に動い
たことから体積が減ったことがわかりま
す。問題文に「ダイズの種子は，呼吸に
よって酸素をすいこみ，二酸化炭素を出
します。」とありますが，今回は色水が
左側に動いたことから，酸素がすいこま
れたことが原因だと考えられます。なお，
二酸化炭素は，問題文に「石灰水は二酸
化炭素がふえてとけると，白くにごる性
質があることが知られています。」とあ
ることから，呼吸によって出された二酸
化炭素は，石灰水にとけたと考えられま
す。

  なお，この実験はダイズの呼吸による
酸素の減り方を色水の動きで調べるもの
ですが，呼吸により発生する熱で三角フ
ラスコ内の気体の温度が上がってぼう
張
ちょう

すると，実験の結果がわかりにくく

なります。そのため，水に入れることで
三角フラスコ内の気体の温度が高くなる
のを防

ふせ

いでいます。
3   まいた日の種子の重さは，
 　4.2＋ 0.2＝ 4.4（g）
 です。18日目の種子の重さは，
 　1.8+1.0＝ 2.8（g）
 なので，18日目までに，種子 20つぶ
あたりで減った重さは，

 　4.4－ 2.8＝ 1.6（g）
 となります。
  18日目までに，種子 20つぶあ
たりでＢの重さは，

 　1.0－ 0.2＝ 0.8（g）
 ふえています。
 18日目までにＡが減った分は，
 　4.2－ 1.8＝ 2.4（g）
 であり，このうちＢを成長させるために

0.8gを使っているので，それ以外の呼
吸などに使われた養分の重さは，

 　2.4－ 0.8＝ 1.6（g）
 となります。

考え方

3 植物の発芽 ③



12 13

答え

1  Ａ　カ　　Ｂ　ウ
 　 Ｃ　ア　　Ｄ　エ
 ア
 Ａ　ア　　Ｂ　ウ
 　 Ｃ　キ　　Ｄ　エ
2  イ
 イ
 横じまもようの紙を回しても，も

ようが変化したように見えないから。

1   ・ 池や川には，動物のように動く
ことができ，ほかの生き物を食べる小さ
な生き物がたくさんいます。問題の図 1
のＡはミジンコで，小さな生き物たちの
中では大きな体しています。Ｂはゾウリ
ムシで，体の表面にたくさんある毛のよ
うなものを動かして移

い

動
どう

します。Ｃはア
メーバで，決まった形はなく，形をかえ
ながら移動していきます。Ｄはワムシで，
めすのほうがおすよりも大きくなります。

  池や川には，植物のように緑色をし
た植物のような生き物がたくさんいま
す。問題の図 2のＡはアオミドロです。
中にふくまれる緑色の糸

いと

状
じょう

のものがぐ
るぐるとらせんのように細長くのびてい
ます。Ｂはクンショウモです。クンショ
ウモはいくつかのなかまたちが集まって，
1つの集合体を作ります。Ｃはミカヅキ
モです。三日月のような形が特ちょうで
す。Ｄはケイソウです。ケイソウには，
さまざまな種類があり，海で生活するも
のもいます。図のケイソウは真

ま

水
みず

（淡
たん

水
すい

）で生活します。
2   ヒメダカは，今いる場所にとどまっ

ていようとする性質があります。した
がって，水そうの水を問題の図 2のよ
うに，上から見て時計回りに静かにかき
回すと，ヒメダカたちは水に流されない
ように，上から見て反時計回りに泳ぐよ
うになります。

  問題の図 3のように，水そうの外
側をたてじまもようの紙でかこい，その
紙を上から見て反時計回りにゆっくり
回すと， そのようすを見たヒメダカたち
は， 紙のもようの変化に気づき，今まで
自分たちがいた場所が移動していく，と
考えます。したがって， ヒメダカたちは，
今まで自分たちがいた場所を追いかけよ
うとして， 上から見て反時計回りに泳ぐ
ようになります。

  問題の図 3で，たてじまもようの
紙を図 4のような横じまもようの紙に
かえてゆっくり回します。しかし，図 3
のように横じまもようの紙をいくら動か
しても，紙のもように大きな変化はあら
われません。このため，そのようすを見
たヒメダカたちは，紙のもようの変化に
気づかなかったものと考えられます。し
たがって， ヒメダカたちはほとんど動き
をみせなかった，ということになります。
このような実験から，ヒメダカは水流や
まわりの景色から，今いる場所を理

り

解
かい

し
ているということがわかります。

考え方

12 魚の育ち方 ④



22 23

答え

1  暴風域　ウ　　強風域　エ
 予報円　ア　　暴風警戒域　イ
2  ア　7月　　イ　8月
 　 ウ　9月　　エ 10月
 台風が通り過ぎたあと，おだやか

な晴天になること。
3  目　　 ウ　　 ア

1   ある時点での台風の中心は「×」で表
されます。そのすぐ外にある円は，風速
毎秒 25ｍ以上のとても強い風がふくは
ん囲で「暴風域」とよばれるので，ウが「暴
風域」です。「暴風域」の外側にある円
は，風速毎秒 15ｍ以上の強い風のふく
はん囲で「強風域」とよばれているので，
エが「強風域」です。また，12時間後，
24時間後，48時間後，72時間後に，
台風の中心がくる可能性があるはん囲が
「予報円」，予報円の外側には「暴風警戒
域」とよばれる，12時間後，24時間
後，48時間後，72時間後に，風速毎
秒 25ｍ以上のとても強い風がふくおそ
れがあるはん囲を表す円があるので，内
側のアが「予報円」で，外側のイが「暴
風警戒域」となります。

2   台風は，へん西
せい

風
ふう

や小
お

笠
がさ

原
わら

気
き

団
だん

のえ
いきょうで日本列島を南西～北東にかけ
て移

い

動
どう

します。9月頃になるとその小笠
原気団が勢

せい

力
りょく

を弱め，日本からだんだ
んと遠のいていくために日本海側を通過
していたのが，太平洋側を通過するよう
になります。

  台風一過とは，台風が日本列島を通
過して北東に進み，日本列島が晴れ（快

かい

晴
せい

）になることを表します。これは，か
わいた空気が日本列島をおおうからです。
転じて，台風以外でも，さわぎがおさま
り，一気に静けさをとりもどすような
状
じょう

況
きょう

で使われることもあります。
3   台風の中心付近は下

か

降
こう

気
き

流
りゅう

が発生
しているため，青空がみられることもあ
ります。

  台風の目のまわりは，はげしい 上
じょう

昇
しょう

気
き

流
りゅう

があり，雨や風が最もはげしく
なりますが，台風の中心では，おだやか
な天気となります。

  北海道・本州・四国・九州の内の 1
つでも上を通過すると，台風が日本に上
陸したといいます。

考え方

22 台風 ②



30 31

答え

1  Ｄ
 Ｃ
2  同じ
 Ⅰ　2 Ⅱ　3
 Ⅲ　短く Ⅳ　長く
 Ⅴ　4.0 Ⅵ　1.8

1   問題文の「この装置において，～性
質があります。」から考えます。Ａと同
じ周期のふりこは，ふりこの長さが同じ
Ｄのふりこです。

  問題文の「下のぼうを～がふれま
す。」から考えます。はじめ，ぼうを前
後にゆっくりとふれさせるので，ゆっく
り動くふりこがはじめにふれます。ゆっ
くりふれるふりこは，周期が長くなりま
す。また，周期の長いふりこでは，ふり
この長さが長くなります。これらのこと
をふまえて，図を見ると，ふりこの長さ
が最も長いのはＣとわかり，Ｃがはじめ
にふれはじめるふりこであるとわかりま
す。

2   ある条件について調べるときは，ある
条件以外はすべて同じものを選んで比

くら

べ
ます。そうしないと，異

こと

なる結果になっ
た原
げん

因
いん

が何なのかわからなくなります。
  ふりこの長さはすべて同じため，ふ
りこの周期も同じです。つまり，ふりは
じめから積み木にしょうとつするまでの
時間もすべて同じです。

  実験①，②から，ふりはじめの高さ
を 2倍にすると移動するきょりが 2倍
になり，実験①，③から，ふりはじめの
高さを 3倍にすると移動するきょりが

3倍になることがわかります。
  実験①に比べ，実験④は積み木の重
さが重く，移動したきょりは積み木の重
さが重い実験④のほうが短いです。一方，
実験①に比べ，実験⑤はおもりの重さが
重く，移動したきょりはおもりの重さが
重い実験⑤のほうが長いです。

  実験①，⑦では，積み木の重さとお
もりの重さが等しいとき，移動するきょ
りは 4.0 cmになります。一方，実験④，
⑧では，積み木の重さがおもりの重さの
2倍のとき，移動するきょりは 1.8cm
になります。

考え方

30 ふりこの運動 ④



38 39

答え

1  Ａ，Ｂ，Ｄ，Ｇ　　 Ｅ
 Ｂ，Ｄ，Ｅ　　 Ｇ
 ウ　　 Ｘ－Ｚ
2  ア　　 135.9g
 37.1g
 0.9g

1   問題文中のグラフは，水の温度と
100gの水にとけるあるものの量の関
係を表したものなので，グラフよりも上
にあるものは，とけ残りがある状態です。
グラフの線上にあるＣ・Ｆ・Ｈは，これ
以上とかすことはできませんが，とけ残
りもありません。

  あるものを加えてよくかき混ぜれば，
さらにとかすことができるのは，グラフ
よりも下にある状態のものです。

  水よう液のこさがＦと同じものは，
水にとけたものの量がＦと同じものです。
グラフより，Ｂ・Ｄはとけ残りがありま
すが，Ｆと同じ温度なので，水にとけた
ものの量も同じです。また，ＥはＦとは
ちがう温度ですが，水にとけたものの量
は同じです。よって，水よう液のこさが
Ｆと同じものはＢ・Ｄ・Ｅです。

  グラフより，Ｅを冷やして△℃にす
るととけ残りが出てきます。これと同じ
状態のものはＧです。

  グラフより，Ｃははじめ☆℃なの
で，Ｘ gのあるものがすべてとけてい
ます。しかし，★℃のとき，あるものは
水 100gにＹ gしかとけないので，Ｃ
を冷やして★℃にすると，Ｘ－Ｙ gの
とけ残りが出てきます。

  グラフより，はじめＨはＺ gのある
ものがすべてとけ，とけ残りはなく，こ
れ以上はとかすことができない状態です。
また，グラフより，☆℃の水 100gに，
あるものはＸ gまでとかすことができ
ます。よって，Ｈを加熱して☆℃にする
と，あるものをさらにＸ－Ｚ（g）とか
すことができます。

2   問題文より，80℃の水 100gにと
かすことができる食塩は，38.0gです。
よって，この水よう液の重さは，

  　100＋ 38.0＝ 138.0（g）
 です。また，とりのぞいた結晶の重さは

2.1gであることから，残った水よう液
（ろ液）の重さは，

  　138.0－ 2.1＝ 135.9（g）
 となります。
  文Ｂより，80℃から 20℃にし
て 2.1gの結晶が出て，60℃にすると
1.2gの食塩がとけたことがわかります。
80℃の水 100gにとかすことのできる
食塩は，38.0gであることから，60℃
の水 100gには，

  　38.0－ 2.1+1.2＝ 37.1（g）
 だとわかります。
  38.0－ 37.1＝ 0.9（g）と求め
ることができます。

考え方

38 もののとけ方 ④


